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町の位置（役場） 北緯 34度51分　東経 135度51分　海抜 118メートル
町の面積　　 58.26平方キロメートル
人のうごき　　人口 10,001人（－12）　男 4,961人（－1）　女 5,040人（－11）
　　　　　　　　　出生 7人　 死亡 15人　 転入 15人　 転出 19人
　　　　　　　　　世帯数 3,425世帯（+3）
　　　　　　　　　※平成23年１月１日現在の数値。　（　）内は前月との比較。

『町民の窓』は古紙再生紙を使用し、大豆油インクで印刷しています。

活動を心強くサポート消防団岩山支援隊結成ほか…Ｐ２
廃食用油回収にご協力を 公民館などに回収ボックス…Ｐ３
（仮称）ともに創るまちづくり推進計画案に対するご意見 募集予定 ほか
町・府民税、所得税の申告 自分で書いて早めの提出を ほか…Ｐ４･５
茶の里伝言板 ……………………Ｐ６･７
新たなワクチン無料接種開始／家族介護者のつどい／社協通信／
食改の窓／元気はつらつ！若返り塾 地域交流会／子育て通信　ほか

今月の案内欄 ………………Ｐ８･９･10
臨時職員の登録者募集／体育振興会　第５回アームレスリ
ング大会／弁護士による無料法律相談／読んでみたいこの
一冊／第２回人権のつどい／平成23年度放課後児童健全育
成施設入所申請受付／平成23年度高等学校奨学金等申請受
付／出口への接続を考えた特別支援教育学校訪問研修報告
／上方演芸会／モニター通信／茶論　ほか

　

は
た
ち
の
門
出
を
祝
う
平
成
23
年
成
人
式
が
１
月
９

日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

集
ま
っ
た
振
袖
・
袴
姿
の
新
成
人
は
、
懐
か
し
い
友
人

と
の
再
会
を
喜
び
合
う
と
と
も
に
、
夢
と
希
望
を
胸
に

抱
き
新
た
な
人
生
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

身
も
心
も
引
き
締
ま
る
寒
さ

と
な
っ
た
こ
の
日
、
午
後
１
時
か

ら
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
を
会
場
に

行
わ
れ
た
式
典（
第
１
部
）に
は
、

家
族
の
方
も
多
数
お
祝
い
に
参

加
す
る
な
ど
、賑
や
か
な
中
開
催
。

　

今
年
の
新
成
人
は
平
成
２
年

～
３
年（
１
９
９
０
～
９
１
年
）

生
ま
れ
で
、
全
国
で
１
２
４
万

人
、
本
町
で
は
１
２
５
人
（
男

74
人
・
女
51
人
）。

　

こ
の
年
は
、
大
阪
で
自
然
と
人

間
の
共
生
を
テ
ー
マ
に「
花
博
・

国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
」
が
盛

況
に
開
催
さ
れ
、
総
入
場
者
は

２
，３
０
０
万
人
を
数
え
ま
し

た
。
ま
た
、
株
価
が
前
年
末
と

比
べ
半
値
に
な
る
な
ど
、
こ
の

年
の
流
行
語
大
賞
に
も
選
ば
れ

た
「
バ
ブ
ル
経
済
」
に
陰
り
が

見
え
始
め
ま
し
た
。

　

海
外
で
は
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー

ト
に
侵
攻
。
そ
の
後
、
多
国
籍
軍

と
の
湾
岸
戦
争
が
勃
発
し
、
世
界

中
を
震
撼
さ
せ
ま
し
た
。
一
方
で

は
、
世
界
的
に
民
主
化
の
流
れ

が
広
が
り
を
見
せ
る
中
、
東
西
ド

イ
ツ
が「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
」

と
し
て
誕
生
し
冷
戦
の
終
わ
り

を
告
げ
る
な
ど
、
転
換
点
と
な

る
出
来
事
が
多
い
年
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
20
年
、
華
や
か
な
晴

れ
着
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身

を
包
ん
だ
新
成
人
に
、
奥
田
町

長
は
「
関
わ
っ
て
き
た
人
の
お

か
げ
で
今
日
の
自
分
が
あ
る
こ

と
に
感
謝
し
、
自
覚
と
責
任
を

持
っ
て
世
の
た
め
人
の
た
め
に

役
立
つ
人
間
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
、
社
会
人
と
し
て
の
出
発

の
日
と
し
て
ほ
し
い
」と
述
べ
、

英
国
の
作
家
ジ
ェ
ー
ム
ズ･

ア

レ
ン
の
言
葉
を
借
り
て
「
努
力

と
忍
耐
を
積
み
重
ね
、
や
が
て

は
強
い
人
間
へ
と
成
長
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
」
と
エ
ー
ル
を

贈
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
西
浦
耕

平
さ
ん
（
銘
城
台
）
が
、「
深
く

濃
く
培
っ
た
友
人
と
の
絆
が
一

生
の
財
産
。
両
親
、
先
生
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て
成

人
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
」
と
今

日
ま
で
を
振
り
返
り
、「
困
難

な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
絆
を

思
い
出
し
、
自
分
達
の
行
動
に

自
信
と
誇
り
を
持
ち
自
立
し
た

社
会
人
と
し
て
歩
ん
で
い
き
た

い
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
、

若
い
力
で
明
る
い
未
来
を
切
り

拓
く
一
員
と
な
れ
る
よ
う
感
謝

を
込
め
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

と
力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
２
部
成
人
の
つ
ど
い
（
＝

成
人
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
主

催
）
は
、
中
学
生
当
時
の
懐
か
し

い
ビ
デ
オ
の
上
映
や
、
中
学
校

時
代
の
恩
師
に
よ
る
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
ロ
ビ
ー
で
は
、
町
文

化
協
会
の
協
力
で
「
一
筆
書
き

コ
ー
ナ
ー
」が
設
け
ら
れ
、『
希
』

や
『
勢
』
な
ど
新
成
人
が
筆
を

ふ
る
い
ま
し
た
。

今
年
一
番
活
躍
す
る
新
成
人

の
有
名
人
を
模
擬
投
票　

　

新
成
人
が
実
際
の
投
票
の

雰
囲
気
を
体
験
し
、
政
治
や

選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
よ
う

と
、
式
当
日
に
模
擬
投
票
を

行
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
が
投
票
し
や
す
い

よ
う
に
、
同
世
代
の
タ
レ
ン

ト
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
候
補

者
と
し
、
記
載
台
と
投
票
箱

を
設
置
。
結
果
は
式
典
で
、

武
村
勇
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
投
票
結
果
は
次
の

と
お
り
（
敬
称
略
）

■
今
年
一
番
活
躍
を
期
待
す
る

新
成
人
の
有
名
人
選
挙〈
結
果
〉

ス
ポ
ー
ツ
党　

浅
田
真
央　
29
票

俳
優
党　
三
浦
春
馬　
15
票

女
優
党　
北
乃
き
い　
28
票

模
擬
投
票
数　
73
票（
無
効
１
）

■問
総
務
課･

選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
８
８-

６
６
３
１
）

平成23年 成人式

「夢」を書す新成人「夢」を書す新成人

　

１
月
９
日
の
成
人
式
を
欠

席
さ
れ
た
新
成
人
の
方
に
、

当
日
贈
り
ま
し
た
記
念
品
を

お
渡
し
し
ま
す
。

期
限　

２
月
28
日(

月)

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

２
階
教
育
課

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

成人のつどい実行委員会のメンバー

新
成
人
と
し
て
明
る
い

未
来
を
切
り
拓
く
力
に

新
成
人
と
し
て
明
る
い

未
来
を
切
り
拓
く
力
に

成人のつどい実行委員会のメンバー

絆と感謝を胸に

夢に向かって誓い新たに
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結成

　地域防災の要となる消防団の活動を平時より支援
する消防団支援隊が、岩山地域で組織化され、発足
式が１月16日に行われました。今後、消防団と連
携しながら防災力を高める取組が進められます。

　

消
防
団
員
の
就
業
形
態
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
昼
間
に
お
け

る
防
災
力
や
地
理
的
情
報
不
足

に
よ
る
即
時
の
対
応
力
の
低
下

が
、
全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
の
中
、

本
町
で
は
消
防
団
支
援
隊
設
置

条
例
を
制
定
し
、
減
災
に
向
け

て
地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防

団
活
動
の
支
援
隊
の
組
織
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
21
年
11
月

の
立
川
地
域
に
続
い
て
、
岩
山

地
域
で
支
援
隊
が
結
成
。
谷
出

新
一
区
長
を
は
じ
め
と
す
る
区

役
員
や
利
田
雅
孝
元
消
防
団
長
、

地
元
消
防
団
（
第
２
分
団
第
３

部
・
阪
本
朋
靖
部
長
）
が
中
心

と
な
っ
て
、地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
の
た
め
精
力
的
に
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

発
足
式
で
は
、
支
援
隊
を
代

表
し
て
西
川
清
士
隊
長
に
奥
田

町
長
よ
り
辞
令
交
付
。

　

奥
田
町
長
は
「
消
防
団
員
の

確
保
が
難
し
い
状
況
の
中
、
地

域
消
防
力
強
化
検
討
委
員
会
で

の
協
議
結
果
を
受
け
て
、
消
防

防
災
力
向
上
の
取
組
を
地
域
で

順
次
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
た
び
は
岩
山
地
域
で
、

ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
思
い
を
持
っ

た
方
々
に
、
消
防
団
の
足
り
な

い
と
こ
ろ
を
支
援
し
て
い
た
だ

こ
う
と
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
支
援
隊
の
皆
さ
ん
に

は
、
岩
山
支
部
団
員
の
よ
き
理

解
者
と
し
て
、
消
防
団
と
連
携

し
な
が
ら
の
消
防
防
災
活
動
に

期
待
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
桝
村

昌
弘
消
防
団
長
は
「
消
防
団
員

の
先
輩
と
し
て
知
識
・
経
験
を

活
か
し
、
団
員
の
相
談
相
手
、

よ
き
理
解
者
と
し
て
力
添
え
を

い
た
だ
き
た
い
」、
谷
出
区
長

は
「
地
域
の
安
心
安
全
を
守
る

消
防
団
の
応
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
激
励
。

　

今
後
は
消
防
団
と
と
も
に
訓

練
を
行
う
な
ど
消
防
団
と
の
連

携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

岩
山
支
援
隊
の
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
（
敬
称
略
）

▼
隊
長
＝
西
川
清
士
▼
隊
員
＝

山
本
茂
、
堀
明
仁
、
西
出
茂
彦
、

山
下
厚
司
、
山
下
富
三
、
中
辻

安
之
、
上
辻
正
太
郎
、
山
口
博

史
、
大
北
和
彦

　

な
お
、
任
期
は
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
。

　

午
前
10
時
か
ら
始
ま
っ
た
式

典
で
は
、
町
消
防
団
（
＝
桝
村

昌
弘
団
長
）
と
宇
治
田
原
消
防

分
署
（
＝
上
村
信
男
分
署
長
）

を
は
じ
め
、
町
工
業
団
地
自
衛

消
防
隊
（
＝
辻
井
基
博
隊
長
）
や

禅
定
寺
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
（
＝

奥
村
雅
美
委
員
長
）、
消
防
団

立
川
支
援
隊
（
＝
下
岡
久
五
郎

隊
長
）
も
参
加
し
、
規
律
正
し

い
分
列
行
進
で
入
場
。

　

各
分
団
長
ら
の
指
揮
の
も
と

整
列
し
た
団
員
ら
を
前
に
、
奥

田
町
長
は
「
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
日
夜
の
ご
尽
力
に
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
岩
山

地
域
で
は
立
川
地
域
に
続
い
て
、

こ
の
１
月
に
消
防
団
支
援
隊
が

発
足
し
、
各
地
域
で
も
自
主
防

災
会
が
活
発
に
防
災
訓
練
を
さ

れ
る
な
ど
、
地
域
防
災
意
識
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
桝

村
団
長
を
中
心
に
、
関
係
団
体

と
連
携
を
強
め
る
中
、
１
万
住

民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め

一
層
の
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
桝
村
団
長
は

「
団
と
地
域
、
関
係
組
織
と
地

域
の
絆
を
強
固
に
し
、
本
町
安

心
・
安
全
の
要
と
し
て
、
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
消
防
防

災
活
動
を
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
」
と
訓
示
。

　

こ
の
あ
と
、
優
良
団
員
53
名

が
表
彰
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表

し
第
１
分
団
第
３
部
安
井
信
行

部
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
２
５
点
も
の
応
募

が
あ
っ
た
「
第
２
回
防
火
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
者
12

名
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
奥
田
町

長
・
桝
村
団
長
よ
り
記
念
盾
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
山
内
朋
美

さ
ん
（
維
中
１
年
）
の
作
品
は

防
火
啓
発
・
団
員
募
集
の
ポ
ス

タ
ー
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
は
、
今
年
一
年
の
安
全

を
願
い
、田
原
川
に
向
け
カ
ラ
ー

一
斉
放
水
で
式
典
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

■
京
都
府
消
防
協
会
長
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
大
江
雅
彦
▽
山
中
丈
晴
▽
故 

辻
一
也

■
優
良
団
員
表
彰
受
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
（
功

績
章
）
▽
今
西
晋
作

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤

功
章
）
▽
永
井
保

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
（
精

績
章
）
▽
藤
田
真
至
▽
井
篠
武

志京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰
（
精

勤
章
）
▽
上
辻
篤
史
▽
中
田
弥

▽
筒
井
康
史
▽
原
田
賢
治

京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
長

章
▽
青
山
裕
司
▽
森
本
康
寛
▽

前
田
一
弥
▽
宮
井
孝
弥
▽
上
田

真
嗣
▽
廣
垣
輝
夫
▽
上
辻
崇
光

▽
松
原
克
弘
▽
黒
川
能
成
▽
茨

木
伸
悟
▽
上
林
康
太
郎
▽
藤
田

茂
樹
▽
半
場
竜
夫
▽
西
出
孝
▽

兼
重
貴
裕

宇
治
田
原
町
長
章
▽
森
本
真
生

▽
垣
内
優
宏
▽
安
井
信
行
▽
小

山
喜
徳
▽
奥
田
義
彦
▽
安
井
寿

明
▽
上
尾
心
▽
田
村
豪
志
▽
田

中
大
道
▽
川
野
清
隆

宇
治
田
原
町
消
防
団
長
章
▽
下

司
幸
広
▽
堀
口
茂
樹
▽
森
田
芳

紀
▽
谷
口
正
人
▽
大
西
武
▽
永

田
紘
一
▽
髙
橋
信
也
▽
浅
田
剛

之
▽
播
磨
貴
義
▽
上
辻
隆
廣
▽

楠
彰
二
▽
谷
口
悟
司
▽
松
原
慎

也
▽
田
中
厚
行
▽
上
尾
智
也
▽

橋
本
孝
明
▽
堤
賢
治
▽
上
野
義

次
▽
竹
岡
憲
二
▽
池
本
拓
平

■
第
２
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
者
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
▽
山
内
朋
美
（
維
中

１
年
）

優
秀
賞
▽
松
井
美
羽
（
宇
小
４

年
）
▽
森
下
太
揮
（
宇
小
４
年
）

▽
山
口
葵
衣
（
宇
小
５
年
）
▽

垣
内
七
海
（
田
小
６
年
）
▽
北

村
心
（
田
小
６
年
）
▽
髙
木
一

平
（
田
小
６
年
）
▽
堀
井
颯
汰

（
田
小
６
年
）
▽
西
川
栄
治
朗

（
維
中
１
年
）
▽
馬
場
悠
人
（
維

中
２
年
）
▽
澤
み
ど
り
（
維
中
３

年
）
▽
松
浦
希
未
（
維
中
３
年
）

■問
総
務
課（
☎
８
８-

６
６
３
１
）

　

同
日
の
消
防
団
支
援
隊
発
足

式
前
に
宇
治
田
原
小
学
校
で
、

岩
山
区
自
主
防
災
会
（
＝
谷
出
新

一
会
長
）
に
よ
る
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
、
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
班
ご

と
に
広
域
避
難
場
所
で
あ
る
同

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
っ
た
参

加
者
は
、
安
否
確
認
を
行
っ
た

あ
と
、
初
期
消
火
訓
練
や
消
火

栓
取
扱
訓
練
、担
架
作
成
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

宇
治
田
原
消
防
分
署
職
員
の「
阪

神･

淡
路
大
震
災
の
と
き
、
初

期
消
火
に
活
躍
し
た
の
は
ご
近

所
で
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
」
と
の

説
明
を
熱
心
に
聞
く
と
と
も
に
、

実
際
に
行
っ
た
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

を
真
剣
に
取
り
組
む
な
ど
、
防

災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

■問
総
務
課（
☎
８
８-

６
６
３
１
）

▲奥田町長より辞令交付を受ける西川隊長 

安心･安全の要 ＝宇治田原町消防団＝

岩山支援隊のメンバー岩山支援隊のメンバー

寒
風
の
中
、
熱
心
に
防
災
訓
練

　

岩
山
区
自
主
防
災
会

寒
風
の
中
、
熱
心
に
防
災
訓
練

　

岩
山
区
自
主
防
災
会

　消防団出初式が１月９日、住民
グラウンドで開催。色鮮やかな一斉
放水が新春の空を彩りました。

　消防団出初式が１月９日、住民
グラウンドで開催。色鮮やかな一斉
放水が新春の空を彩りました。



多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
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毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木初メ４　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

HAIR-FACE-BRIDAL
URL http://www.wakahayashi.co.jp

本店
0120-22-8684
わかはやし 検索

卒業式のお支度もお任せ下さい
（早朝お支度もご相談に応じます）

着物・袴のレンタル・ヘア・メイク・着付け

　

町
で
は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業（
＊
）を
活
用
し
、
町
内
の
各
公

民
館
等
に
廃
食
用
油
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
食

用
油
の
回
収
で
、ご
み
の
減
量
・

再
資
源
化
が
さ
ら
に
進
み
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
回
収
対
象
と
な
る
の

は
植
物
性
油
で
、
ラ
ー
ド
な
ど

の
動
物
性
油
や
常
温
で
固
形
化

す
る
油
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
…

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と

し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
収
入
を

財
源
に
住
民
が
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
、
そ
の

健
全
な
発
展
を
目
的
に
行
っ

回
収
後
、
地
球
に　

　
　

や
さ
し
い
燃
料
へ

　

回
収
さ
れ
た
廃
食
用
油
は
軽

油
の
代
替
燃
料
（
＝
Ｂ
Ｄ
Ｆ
…

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
フ
ュ
ー
エ

ル
）
に
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利

用
）
さ
れ
ま
す
。
こ
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ

は
、
使
用
し
て
も
軽
油
に
比
べ

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
や
酸
性

雨
の
原
因
と
な
る
硫
黄
酸
化
物

（
Ｓ
Ｏ
Ｘ
）
な
ど
の
排
出
量
が

少
な
い
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し

い
燃
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
町
の
ご
み

収
集
に
も
利
用
し
て
お
り
、
地

域
で
の
資
源
循
環
の
取
組
が
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。

■問
建
設･

環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
７
）

　

町
に
お
け
る
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
基
本
的
な
考
え

方
を
定
め
た
「
と
も
に
創
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
を

昨
年
４
月
１
日
に
制
定
・
施

行
し
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年

６
月
か
ら
「
と
も
に
創
る
ま

ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」（
町

内
で
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

10
名
）
に
お
い
て
、
多
く
の

住
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

を
行
う
「
井
戸
端
会
議
」
の

開
催
を
は
じ
め
、
こ
の
条
例
の

普
及
啓
発
・
具
現
化
に
向
け

た
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
協
議
の
中
で
、
条

例
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
の
具
体
的
な
推

進
計
画
が
必
要
と
の
認
識
の
も

と
、
そ
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
推
進
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
は
、
今
月
上
旬
に
開
催
さ
れ

る
第
６
回
委
員
会
に
お
い
て
取

り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
、
そ

の
後
、
当
該
計
画
（
案
）
に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
住

民
意
見
募
集
）を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見･

ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
資
料
の
公
表
】

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
。

役
場
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
各
種
公
共
施
設
で
配
布

【
募
集
期
間
】

　

２
月
中
旬
～
３
月
中
旬
頃

（
１
ケ
月
間
程
度
を
予
定
）

【
意
見
の
提
出
方
法
】

①
郵
送　

〒
６
１
０-

０
２
８
９

役
場
企
画
・
財
政
課
宛

②
Ｆ
Ａ
Ｘ

③
電
子
メ
ー
ル

④
持
参

【
備
考
】
▼
様
式
不
問
▼
提
出

者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
必
ず
明
記
（
未
記
入
の
場
合

や
電
話
・
口
頭
に
よ
る
ご
意
見

は
意
見
と
し
て
受
付
不
可
）

【
提
出
意
見
の
取
扱
い
】

　

頂
い
た
ご
意
見
は
、
内
容
を

取
り
ま
と
め
、
推
進
委
員
会
と
し

て
の
考
え
方
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
表
（
住
所
・
氏
名
等

の
個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

そ
の
後
、
計
画
案
を
推
進
委
員

会
か
ら
町
へ
提
言
予
定

※
公
表
方
法･

期
間
等
の
詳
細
は
、

今
後
随
時
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
町
広
報
紙
で
周
知
予
定

※「
と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
推

進
条
例
」
や
「
と
も
に
創
る
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
会
」
に
関
す

る
こ
れ
ま
で
の
取
組
な
ど
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中

■問
・
■申
町
と
も
に
創
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
事
務
局
（
企

画･

財
政
課
内
☎
８
８-

６
６
３

２
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
・
Ｅ

メ
ー
ル

kikakuseisaku@
tow

n.ujitaw
ara.kyoto.jp

）

無料 て
い
る
助
成
。　

　家庭から排出された廃食用
油からBDFにリサイクルされ
る過程などについて理解を深
める学習会を開催します。環
境活動に興味のある皆さんの
ご参加をお待ちしています。

日　時　２月４日（金）
　　　　午後１時30分～

場　所　総合文化センター
　　　　３階研修室１
内　容　使用済み天ぷら油のバイ

オディーゼル燃料「C－
FUEL 」へのリサイクル
の取組

配
布
対
象　

城
南
衛
生
管
理
組

合
管
内
で
農
業
等
を
営
む
事
業

者
（
個
人
、
団
体
）
の
方

申
込
受
付
期
間　

２
月
１
日（
火
）

～
８
日（
火
）
※
数
量
に
限
り
あ
り

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
奥
山
リ

ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出
。
申

込
書
は
城
南
衛
生
管
理
組
合
施

設
お
よ
び
役
場
建
設
・
環
境
課

に
備
え
付
け
。
城
南
衛
生
管
理

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可

配
布
期
間
（
事
前
申
込
必
要
）

２
月
21
日
（
月
）
～
３
月
４
日

（
金
）（
土
・
日
曜
日
、祝
日
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
正
午

～
午
後
１
時
除
く
）

配
布
場
所
（
申
込
先
）　

奥
山
リ

ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
１
０-

０
１
２
１　
城
陽
市
寺
田
奥
山

１
・
☎
５
３-

３
５
８
１
）

配
布
方
法
・
配
布
料
金

▼
本
人
引
取
り
の
場
合
＝
軽
ト

ラ
ッ
ク
、
４
ｔ
車
ま
で
の
ダ

ン
プ
ま
た
は
ト
ラ
ッ
ク
で
各

自
配
布
場
所
ま
で
。
料
金
…

１
㎥
５
０
０
円

▼
配
達
希
望
の
場
合
＝
希
望
さ

れ
た
場
所
ま
で
配
達
。
配
達

当
日
は
立
会
い
必
要
。
料
金
…

１
㎥
１
，０
０
０
円
（
配
達

費
込
み
）

■問
城
南
衛
生
管
理
組
合
施
設
課

（
☎
０
７
５-

６
３
１-

０
８
３
５
）

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
の
配
布

（
農
家
等
事
業
者
向
け
）

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
の
配
布

（
農
家
等
事
業
者
向
け
）地デジ放送用 簡易チューナー無償給付

～対象が住民税非課税世帯まで拡充～
　国（総務省）では、経済的な理由などで地上デジタ
ル放送を見ることができない世帯に対して、簡易な地
デジチューナーを無償給付するなどの支援を行ってい
ます。この制度の対象が「住民税非課税世帯」まで拡
充（従来は生活保護などの公的扶助を受けている世帯、
障がい者のおられる町民税非課税の世帯等で、ＮＨＫ
受信料全額免除の世帯が対象）されました。
　対象世帯の方は、お早めにお申し込みください。（申
請書類は、支援実施センターから取り寄せまたはホー
ムページからダウンロードできるほか、役場１階窓口

にも置いています）
●対象世帯は…
　世帯員全員が住民税非課税の措置を受けており、
地デジ放送が視聴できていない世帯

●対象者への支援内容は…
　①簡易なチューナー（１台）を無償で配送
　②チューナー設置・操作方法の電話サポート
●申請書送付先・制度について詳しくは…
　総務省地デジチューナー支援実施センター
　（ＨＰ：http://www.chidejishien.jp
　☎ 0570－023724・FAX 043－302－0284）
※申請には以下の証明書類の添付が必要になりますの
で、役場１階の関係窓口で交付を受けてください。
・世帯員全員が記載された住民票の写し
　→戸籍・保険課
・世帯員（20歳未満の未成年者を除く）全員分の
　課税証明書（住民税非課税であることの証明書類）
　→税務・会計課

過去のシリーズ記事は、町ホームページに掲載中！
■問企画・財政課（☎88－6632）

シリーズ…⑬

わかる ! 納得 !!
　　　地デジ対策
～テレビについて大切なお知らせです～

わかる ! 納得 !!
　　　地デジ対策
～テレビについて大切なお知らせです～

　

（
仮
称
）
と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

　

計
画
案
に
対
す
る
ご
意
見

　

（
仮
称
）
と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

　

計
画
案
に
対
す
る
ご
意
見
募
集
予
定

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

宝
く
じ
助
成
で
公
民
館
な
ど
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス

宝 く じ は
豊かさ築く
チカラ持ち。

宝くじは
広く社会に役立て
られています。
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自
分
で
書
い
て
早
め
の
提
出
を

２月16日～　
　３月15日

　

住
民
税
、所
得
税
の
申
告
受
付
を
２
月
16
日（
水
）か
ら
、

役
場
１
階
第
１
会
議
室
と
左
の
日
程
表
の
と
お
り
各
地
区

公
民
館
で
行
い
ま
す
。
提
出
期
限
は
３
月
15
日
（
火
）
で
す
。

期
限
が
近
づ
く
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
な
る
べ
く

早
く
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

所
得
税
の
申
告
が　　

　
　
　

必
要
と
な
る
方

※お住まいの地域以外の出張会場での申告の受付はできません。当日ご都合の悪い
場合は、役場へお越しください。また、各地域への出張日当日、その地域にお住
まいの方は、役場での申告の受付ができません。

● 平成23年　申告出張受付日程 ●

受　付　日 地　区　名 会　　　　場

２月21日（月） 高 尾 高 尾 公 民 館

２月21日（月） 湯 屋 谷 湯 屋 谷 会 館

２月22日（火） 奥 山 田 奥 山 田 会 館

２月24日（木） 禅 定 寺 禅 定 寺 会 館

２月25日（金）

緑 苑 坂 緑苑坂自治会館２月25日（金）

立 川 立 川 公 民 館２月28日（月）

銘 城 台 銘城台自治会館３月 1 日（火）

岩 山 岩 山 会 館３月 3 日（木）

郷之口・贄田 郷 之 口 会 館３月 4 日（金）

南（符作・名村） 南 公 民 館３月 7 日（月）

荒 木 役場第１会議室

南（切林・老中） 南 公 民 館３月 8 日（火）

受　付　時　間

午前９時30分～11時

午後１時～４時

午後１時～４時

午後１時～４時

午前９時～正午

午後１時～４時

午前９時30分～午後４時

午前９時30分～午後４時

午前９時30分～午後４時

午前９時30分～午後４時

午後１時～４時

午後１時～４時

○
個
人
事
業
を
営
む
方
や
土
地

代･

家
賃･

配
当･

不
動
産
の

売
却
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方

▼
平
成
22
年
中
の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
所
得
控
除
の
合
計

額
を
超
え
、
そ
の
金
額
を
基

に
し
て
算
出
し
た
税
額
が
配

当
控
除
額
等
の
税
額
控
除
額

を
超
え
る
場
合

○
給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
）
の
方

▼
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万

円
を
越
え
る
場
合

▼
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20

万
円
を
越
え
る
場
合

▼
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

け
て
い
る
場
合
な
ど

※
申
告
義
務
の
な
い
方
で
も
、

医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な

ど
を
受
け
る
場
合
や
、
年
度

途
中
の
退
職
な
ど
に
よ
り
年

末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
場

合
な
ど
は
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

源
泉
徴
収
票
を
必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

住
民
税
の
申
告
が　　

　
　
　

必
要
と
な
る
方

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、

宇
治
田
原
町
に
住
所
を
有
す
る

方
は
平
成
22
年
中
（
平
成
22
年

１
月
１
日
～
12
月
31
日
）
の
所

得
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
次
の
方
は
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
さ
れ
る
方

▼
平
成
22
年
中
の
収
入
が
給
与

の
み
、
ま
た
は
年
金
の
み
で

そ
の
支
払
報
告
書
が
支
払
者

か
ら
町
に
提
出
さ
れ
て
い
る

方
※
医
療
費
控
除
や
国
民
健
康
保

険
税
な
ど
に
係
る
社
会
保
険

料
控
除
な
ど
、
源
泉
徴
収
票

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
控
除

を
受
け
る
に
は
申
告
が
必
要

で
す
。
特
に
、
公
的
年
金
の

み
の
収
入
の
方
は
、
源
泉
徴

収
税
額
が
０
で
あ
っ
て
も
住

民
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の

控
除
を
受
け
る
場
合
は
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
中
に　　
　

　

所
得
の
な
か
っ
た
方

　

所
得
証
明
書
な
ど
所
得
に
関

す
る
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護

保
険
料
の
算
定
な
ど
に
も
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
書
の

送
付
を
受
け
た
場
合
は
、
申
告

書
裏
面
の
「
所
得
の
な
か
っ
た

方
」
の
該
当
欄
に
記
入
し
、
税

務･
会
計
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
告
が
必
要
で
あ
る

の
に
申
告
書
が
届
か
な
か
っ
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
当
た
っ
て
は
、
次
の

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
書
（
税
務
署
お
よ
び
役

場
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
方
）

▼
印
鑑

▼
平
成
22
年
中
の
収
入
金
額
等

の
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収

票
・
支
払
調
書
な
ど
）

▼
収
支
内
訳
書
（
事
業
所
得
・

不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
方
）

▼
各
所
得
控
除
の
証
明
書
類（
国

民
年
金
保
険
料
・
生
命
保
険

料
・
地
震
保
険
料
な
ど
の
支

払
証
明
書
、
医
療
費
控
除
の
明

細
書
（
領
収
書
添
付
）
な
ど
）

▼
所
得
税
が
還
付
に
な
る
場
合

は
、
申
告
者
本
人
名
義
の
預

金
口
座
が
わ
か
る
も
の

※
平
成
22
年
中
の
社
会
保
険
料

の
納
付
金
額
を
確
認
で
き
る

書
類
と
し
て
、
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
は
、
戸
籍
・
保
険
課
に

て
、
介
護
保
険
料
は
健
康
長

寿
課
に
て
納
付
金
額
の
明
記

さ
れ
た
書
類
の
発
行
を
し
て

い
ま
す
。

　
　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料

に
係
る
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、
１
年
間
に

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
申
告
の
際
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
る
控
除
証
明
書（
ハ
ガ
キ
）

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

自
書
申
告
が
原
則
で
す
。
住

所
・
氏
名
な
ど
あ
ら
か
じ
め
記

載
で
き
る
と
こ
ろ
は
必
ず
記
載

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
、
医

療
費
控
除
の
明
細
書
な
ど
は
、

あ
ら
か
じ
め
整
理
・
計
算
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
内
訳
書
や

明
細
書
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
そ
の
場
で
受
付
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、「
青
色
申
告
を
さ
れ
る

方
」・「
土
地
、
建
物
、
株
式
な
ど

の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
」・「
平

成
22
年
中
に
居
住
を
開
始
さ
れ

た
方
で
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
を
受
け
ら
れ
る
方
」
は
役
場

で
確
定
申
告
を
受
付
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
宇
治
税
務
署
確
定
申

告
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
役
場
で
受
付
で
き
る

申
告
書
で
も
、
町
職
員
で
の
判

断
が
難
し
い
場
合
は
、
宇
治
税

務
署
確
定
申
告
会
場
で
の
申
告

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

障
害
者
控
除
を
受
け
る
に
は

　

納
税
者
自
身
、
控
除
対
象
配

偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
所
得

税
法
上
の
障
が
い
者
に
当
て
は

ま
る
場
合
に
は
、
一
定
の
金
額

の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
を
障
害
者
控

除
と
い
い
、
対
象
者
は
次
の
い

ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方
で
す
。

⑴
常
に
精
神
上
の
障
が
い
に
よ

り
事
理
を
弁
識
す
る
能
力
を

欠
く
状
態
に
あ
る
方

⑵
児
童
相
談
所
、
知
的
障
害
者

更
生
相
談
所
、
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
精
神
保
健
指

定
医
の
判
定
に
よ
り
、
知
的

障
害
者
と
判
定
さ
れ
た
方

⑶
精
神
保
健
お
よ
び
精
神
障
害

者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
よ
り
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

⑷
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
規
定

に
よ
り
交
付
を
受
け
た
身
体

障
害
者
手
帳
に
、
身
体
上
の

障
が
い
が
あ
る
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
方

⑸
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い

の
あ
る
年
齢
が
満
65
歳
以
上

の
方
で
、
障
が
い
の
程
度
が

⑴
、
⑵
ま
た
は
⑷
に
準
ず
る

も
の
と
し
て
町
長
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方

　
　
　
　
　
　
　
（
左
表
参
照
）

控 除 対 象 区 分

障　害　者
控　　　除

介護保険要介護度および要介護認定資料

身体障害者（３級～６級）
に準じる

要介護１以上で主治医意見書の寝たきり度Ｂ
以上

知的障害者（軽度・中度）
に準じる

要介護１以上で主治医意見書の認知症高齢者
の日常生活自立度Ⅱ以上

寝たきり老人、身体障害者
（１級・２級）、知的障害者
（重度）に準じる

要介護３以上で主治医意見書の寝たきり度Ｂ
以上、認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ以上

特別障害者
控　　　除

⑹
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
の
規

定
に
よ
り
戦
傷
病
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

⑺
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方

⑻
平
成
22
年
12
月
31
日
の
状
況

で
引
き
続
き
６
か
月
以
上
に

わ
た
っ
て
身
体
の
障
が
い
に

よ
り
寝
た
き
り
の
状
態
で
、

複
雑
な
介
護
を
必
要
と
す
る

方
■問
確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
＝

税
務
・
会
計
課
（
☎
８
８-

６

６
３
３
）
／
認
定
書
交
付
に
関

す
る
こ
と
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

８
８-

６
６
３
６
）

所
得
税
の
申
告
が　　

　
　
　

必
要
と
な
る
方

住
民
税
の
申
告
が　　

　
　
　

必
要
と
な
る
方

平
成
22
年
中
に　　
　

　

所
得
の
な
か
っ
た
方
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広報うじたわら『町民の窓』
うじたわらの現在を届ける情報紙 　

広報うじたわら『町民の窓』
＝地域の元気・住民の躍動を伝えます＝

発行部数　 3,300 部
体裁　タブロイド版．右綴じ
　　　約11ページ（月により異なる）

確
定
申
告
会
場
開
設

期
間　

２
月
１
日
（
火
）
～
３

月
15
日
（
火
）〔
※
土
・
日
曜
日
、

祝
日
除
く
。
た
だ
し
、
２
月
20

日
・
27
日
（
日
）
に
限
り
申
告

受
付
あ
り
。
２
月
15
日
以
前
は

還
付
申
告
に
限
る
〕

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
な
る

べ
く
午
後
４
時
頃
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
）

場
所　

宇
治
市
大
久
保
町
井
ノ

尻
56-

１　

税
務
署
向
か
い
の

「
鹿
六
」
４
階

◎
前
年
以
前
に
各
申
告
会
場
に

お
い
て
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
を

さ
れ
た
方
は
、
控
え
と
利
用

者
識
別
番
号
等
の
通
知
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

●
会
場
で
は
納
税
で
き
ま
せ
ん
。

（
お
近
く
の
金
融
機
関
等
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
）

●
開
設
期
間
中
は
、
宇
治
税
務

署
の
庁
舎
内
に
は
確
定
申
告

会
場
を
設
け
ま
せ
ん
。
作
成

済
み
の
申
告
書
等
の
受
付
、

納
税
、
納
税
証
明
書
の
発
行

お
よ
び
用
紙
の
交
付
の
み
を

行
い
ま
す
。

●
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

す
が
、
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
自
動
車
で
の
来
所
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

●「
鹿
六
」
で
は
、
電
話
に
よ
る

問
合
せ
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
主
な
改
正
内
容

①
寄
付
金
控
除
に
つ
い
て
、
適

用
下
限
額
が
２
千
円
（
改
正

前
…
５
千
円
）
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。

②
政
党
等
寄
附
金
特
別
控
除
に

つ
い
て
、
税
額
控
除
の
計
算
の

対
象
と
な
る
政
党
等
に
対
す

る
寄
附
金
の
適
用
下
限
額
が

２
千
円（
改
正
前
…
５
千
円
）

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

③
特
定
の
居
住
用
財
産
の
買
換

え
（
交
換
）
の
場
合
の
長
期
譲

渡
所
得
の
課
税
の
特
例
に
つ

い
て
、
譲
渡
資
産
の
譲
渡
に
係

る
対
価
の
額
が
２
億
円
以
下

で
あ
る
こ
と
の
要
件
が
追
加

さ
れ
た
う
え
、
そ
の
適
用
期

限
が
２
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

④
居
住
用
財
産
の
買
換
え
等
の

場
合
の
譲
渡
損
失
の
損
益
通

算
及
び
繰
越
控
除
及
び
特
定

居
住
用
財
産
の
譲
渡
損
失
の

損
益
通
算
及
び
繰
越
控
除
に

つ
い
て
、
そ
の
適
用
期
限
が

２
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
平
成
22
年
１
月
１
日
以
後
に

金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
通

じ
て
支
払
を
受
け
る
上
場
株

式
等
の
配
当
等
に
つ
い
て
は
、

そ
の
金
融
商
品
取
引
業
者
等

に
開
設
し
て
い
る
源
泉
徴
収

口
座
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

上
場
株
式
等
の
配
当
等
を
受

け
入
れ
た
源
泉
徴
収
口
座
内

に
上
場
株
式
等
を
売
却
し
た

こ
と
に
よ
り
生
じ
た
譲
渡
損

失
の
金
額
が
あ
る
と
き
は
、

上
場
株
式
等
の
配
当
の
額
の

総
額
か
ら
そ
の
上
場
株
式
を

売
却
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ

た
譲
渡
損
失
の
金
額
を
控
除

（
損
益
通
算
）
し
た
金
額
を

も
と
に
源
泉
徴
収
額
が
計
算

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
◆
消
費
税
◆
◆

　

平
成
20
年
分
の
課
税
売
上

高
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え

て
い
る
方
は
、
平
成
22
年
分

の
消
費
税･

地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
平
成
23
年
３
月

31
日
で
す
。

■問
宇
治
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
☎
４
４-

４
１
４
１
〈
自
動
音

声
案
内
に
従
い
操
作
し
て
く
だ

さ
い
〉）

宇治税務署申告会場見取図

その他確定申告外部会場

※広域申告センター以外の会場は、土・日曜日、祝日の申告受付はありません。
※いずれの会場も正午から午後１時までは相談は行っておりません。なお、会場の混雑状況により、早めに
　受付を終了する場合があります。
※土地・建物などを売却した所得および贈与税に関する相談は行いません。

会　　　　　場　　　　　名 開 設 期 間 開 催 時 間 対 象 者

広域申告センター
（池坊短期大学アッセンブリホール）
京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町

２月20日（日）　
　27日（日）

【２日間のみ】

午前９時　　　
　　～午後５時

全　　　般

２月８日（火）　
～２月18日（金）

宇治市産業会館
宇治市宇治琵琶45－13

２月16日（水）　
～２月25日（金）

八幡文化センター
八幡市八幡高畑５－３

２月１日（火）　　
～２月14日（月）

午前９時30分　
　　　～午後４時

木津川市中央交流会館（いずみホール）
木津川市木津宮ノ内92

宇治市産業会館
宇治市宇治琵琶45－13

２月１日（火）　　
～２月７日（月）

２月８日（火）　　
～２月９日（水）　

城陽市立福祉センター
城陽市寺田東ノ口17

年金受給者

廃車・名義変更はお早めに!
　軽４輪、原付、バイク、トラクターなどには、毎年４月１日
現在で登録されている車両に対して軽自動車税が課税されます。
  そのため、使用されていない車両であっても、廃車や名義
変更の手続きをされずに放置されますと、引き続き税金が課
税されることになります。
  お手持ちの車両で名義変更や廃車を考えているものは、所
定の窓口で早めに手続きを済ませてください。
　また、町外へ転出される際など車両の定置場（停めておく
所）が変わる場合にも届け出が必要となります。忘れずに手
続きを行ってください。

　車種別申請窓口
125㏄以下のバイク（原付）、農耕用トラクター等宇治田原
町の標識が付いた車両

▼税務・会計課（☎88－6633）
125㏄超250㏄以下のバイク、軽自動車（４輪）

▼府軽自動車検査協会（☎075－671－0928）
250㏄超のバイク

▼京都陸運支局（☎050－5540－2061）

バイク･軽自動車など



　

平
成
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年
１
月
か
ら
妊
婦
健
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査
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食改の窓  ～食を通じた健康管理・町食生活改善推進員協議会～

№１１９

（１人分） エネルギー 101kcal　蛋白質 10.8ｇ　脂質 4.3ｇ　カルシウム 15mg　塩分 0.9ｇ

①鶏ミンチを生姜のしぼり汁と混ぜて８個のだんごにする。
②水を煮立てて①を入れ、鶏がらスープで味をつける。
③かぶらの葉をゆでて、１㎝くらいに切っておく。
④②にかぶらをすり下ろし、しぼり、水気を切ったものを入れる。水で溶い

た片栗粉を入れ、とろみをつけて味をみる。
⑤④を温め、器に鶏ミンチのだんごを２個ずつ入れ、かぶらの葉とすりおろ

したニンジンを軽くしぼり、上にのせ、彩りよく飾り、④を入れる。

作り方

材　料 （４人分）

鶏ミンチ ………………………200g
生姜汁 ……………………小さじ1
かぶら …………………………120g
ニンジン（すりおろし） …………8g
鶏がらスープ …………大さじ1/2
片栗粉 ……………………大さじ1
かぶらの葉 ……………………適宜
水 ……………………………600㏄

『 かぶらのあったか汁 』

 第１班（郷之口）
安井　サダさん

　生姜効果で体が
温まります。冬は
根菜のシーズンで
す。多く取りましょ
う。

あなたとともにまちづくり

■問＝問合せ先／■申＝申込先

■問 ･■申地域包括支援センター
　　　（☎88－3719）

　介護を家族だけで抱えないで、介護者同士交流し、情報交換をしませんか。
　「認知症の人と家族の会」から介護経験のある相談員を招き、体験談を交えて、認知症についての勉強会を
行います。認知症の有無にかかわらず、在宅で介護をしている方ならどなたでも参加いただけます。

　日　時　３月２日（水）　午後１時30分～３時30分　　場　所　保健センター
　対　象　在宅で家族の介護をしている方

　

１
月
11
日
か
ら
、
幼
児
の
細

菌
性
髄
膜
炎
や
子
宮
頸
が
ん
を

予
防
す
る
た
め
、
次
の
３
つ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
無
料
で
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〈
接
種
方
法
等
〉

　

府
内
の
協
力
医
療
機
関
に
電

話
予
約
し
個
別
接
種
（
詳
細
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
ま
た

は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
合
せ
く

だ
さ
い
）。「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」接

種
は
、
配
布
済
み
の
予
診
票
を
持

参
。
他
の
２
種
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
医
療
機
関
に
予
診
票
あ
り

■問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
８-

６

６
３
６
）

　昨年10月１日から実施し
ていました「赤い羽根共同
募金」への募金総額は

1,007,977 円 
でした。
　この募金は、京都府共同
募金会を通じて社会福祉施
設や市町村社会福祉協議会
へ配分され、様々な福祉事
業に活用されます。

赤い羽根共同募金運動
　昨年12月１日から実施し
ていました「歳末たすけあ
い運動」への募金総額は

1,028,724 円 
でした。
　この募金は、町社会福祉協
議会を通じて一人暮らしの
お年寄りなどへのおせち料
理の配食や地域でのふれあ
いサロン等への助成金とし
て活用させていただきました。

歳末たすけあい運動

■問福祉課（☎88－6635）
　社会福祉協議会（☎88－3294）

共同募金のつかいみちは
ホームページ（赤い羽根
データベース「はねっと」
http://hanett.akaihane.or. jp/）
でご覧いただけます。

　

平
成
23
年
１
月
か
ら
妊
婦
健
康
診
査
の

　

助
成
対
象
検
査
項
目
追
加

　

町
で
は
町
内
在
住
の
妊
婦
の

方
を
対
象
に
、
妊
婦
健
康
診
査

受
診
券
を
交
付
し
妊
婦
健
康
診

査
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
妊
婦
健
康
診
査
の
項
目

に
平
成
23
年
１
月
か
ら
Ｈ
Ｔ
Ｌ

Ｖ-

１
抗
体
検
査
（
※
）
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
12
月
末
ま
で
に
助

成
申
請
（
受
診
券
を
交
付
）
さ

れ
た
方
で
、
こ
れ
ま
で
に
Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ-

１
抗
体
検
査
を
受
け
て

い
な
い
場
合
、
受
診
券
な
し
で

妊
娠
30
週
頃
ま
で
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
１
月
以
降

の
申
請
者
に
は
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１

抗
体
検
査
の
受
診
券
を
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。

※
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
は
、
Ａ
Ｔ
Ｌ

（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）
を

発
症
さ
せ
る
ウ
イ
ル
ス
の
名

前
で
、
主
に
母
親
か
ら
子
ど

も
へ
母
乳
を
介
し
て
感
染
し

ま
す
。

■問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
８-

６

６
３
６
）

■問・■申 社会福祉協議会（☎88－3294・FAX88－4094）

　地域福祉活動の要として各地域で展開されている
ふれあいサロン。
　サロン運営の充実をめざし今回は認知症サポーター
養成講座も兼ねた研修を行います。
　楽しいレクリエーション指導もありますので、サ
ロンボランティアに興味・関心のある方は気軽にご
参加ください。

日 時　２月16日（水）　午後１時～４時
場 所　やすらぎ荘
内 容　講義「認知症を学び地域で支えよう」
　　　　　　講 師　キャラバン･メイト　山本美智子さん

　　　 演習「サロンに役立つレクリエーション③」
　　　　　　講 師　京都府レクリエーション協会　米谷由起子さん

第４回 ふれあいサロン交流会第４回 ふれあいサロン交流会
参加者募集！

対象者は早めに受診を

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
、
対
象

者
の
う
ち
平
成
22
年
４
月
20
日

現
在
で
町
内
在
住
の
方
に
６
月

末
日
に
送
っ
て
い
ま
す
。
実
施

期
間
終
了
間
際
に
な
る
と
予
約

が
混
み
合
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

転
入
さ
れ
た
方
へ

　

平
成
22
年
４
月
21
日
以
降
に

町
に
転
入
さ
れ
た
方
に
は
、
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す

の
で
、
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

実
施
期
限

　

２
月
28
日

■問
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６

６
３
６
）

平成22年度の子宮頸がん検診の対象者

年 齢 生　　年　　月　　日

20 歳 平成元年４月２日～平成２年４月１日

25 歳 昭和59年４月２日～昭和60年４月１日

30 歳

35 歳

40 歳

昭和54年４月２日～昭和55年４月１日

昭和49年４月２日～昭和50年４月１日

昭和44年４月２日～昭和45年４月１日

平成22年度の乳がん検診の対象者

年 齢 生　　年　　月　　日

40 歳 昭和44年４月２日～昭和45年４月１日

45 歳 昭和39年４月２日～昭和40年４月１日

50 歳

55 歳

60 歳

昭和34年４月２日～昭和35年４月１日

昭和29年４月２日～昭和30年４月１日

昭和24年４月２日～昭和25年４月１日

開始

子どもたち
を守る　

対 象 者 と 接 種 回 数

ワクチン
の 種 類 接 種 対 象 者 回数

子
宮
頸
が
ん

中学１年生～高校１年生
の学年相当の女子

（平成22年度）
平成６年４月２日～
10年４月１日生まれ

３回

２か月以上７か月未満 ４回ヒ　
　

ブ　

（
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
ｂ
型
）

７か月以上１歳未満 ３回

１歳以上５歳未満 １回

４回２か月以上７か月未満小
児
肺
炎
球
菌

７か月以上１歳未満 ３回

２回１歳以上２歳未満

２歳以上５歳未満 １回
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■問地域子育て支援センター
☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４

　親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として「地域子育て支援セ
ンター」を開設しています。いつでも気軽にお越しください。子育てに関する相談
も受け付けています。（平日／午前９：30 ～午後４：00）

＝２月の地域子育て支援センター事業＝
日 月 火 水 木 金 土

日　　付

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

４ ５

１１ １２１０９８７６

１８ １９１７１６１５

２５ ２６２４２３２２２１２０

２７ ２８ ３／１

３

３／２

元気はつらつ！ 若返り塾〔２月分〕

保健師です
■問保健センター（☎ 88－6636）

　がんの治療後の生存率は、発見が早いほど高くなります。しかし、定期検診の受
検率は低いのが現状です。少なくとも２年に１回は必ず検診を受けましょう。
　子宮がんは、がんのできる部位によって「子宮頸がん」と「子宮体がん」に分かれます。

〈子宮頸がん〉
　子宮の入り口付近（子宮頸部）にできるがんで、20～30歳代の女性に増えています。
　初期症状はないことが多く、進行すると性交時の出血、不正出血、おりものの異
常などが見られます。
特に注意したい人は？
①妊娠・出産の回数が多い人　　②喫煙経験のある人
③初交年齢が低い人　　　　　　④性的パートナーが多い人

〈子宮体がん〉
　子宮の内膜にできるがん。閉経前後の50歳～60歳代に多い。
　不正出血や、おりものの異常がみられる。月経とは無関係な出血が特徴。
特に注意したい人は？
①閉経した（または50歳以上の）人　　②妊娠・出産の経験が少ない人
③月経が不規則な人　　　　　　　　　④肥満、高血圧、糖尿病の人

〈乳 が ん〉
　日本人女性の20人に１人がかかり、30歳代から増え始め、50歳代前後に多く発見
されるがんです。
特に注意したい人は？
①40歳前後、30歳以上で出産歴・授乳歴がない人
②肉親に乳がんの患者がいる人　　③初経が早い、閉経年齢が55歳以上の人
④良性の乳腺疾患にかかったことがある人　　⑤太っている人

２１

まいまい
おでかけ広場
10：00～正午
南公民館

２月生まれ誕生会

　　今月の保健･予防案内
●マタニティ教室（新生児・育児編）　
　１４日（月）　〈時間〉午後１時１５分～３時３０分
●ＢＣＧ予防接種
　１８日（金）　〈受付〉午後１時１５分～２時
●幼児健康診査　
　２３日（水）　〈受付〉午後１時～２時
●一般･乳幼児健康相談（※要予約）
　８日（火）、１５日（火）　〈受付〉午前９時～午後４時
◎場所はいずれも保健センターです。

１４１３

３／３ ３／４

時　　　　間地　区　場　所 開　催　日

まいまい赤ちゃん
ヨチヨチ広場
10：00～11：15
子育て支援センター

リズム遊び

▲

臨床心理士による
　子育て相談（要予約）
２月15日（火）10：00～正午

園庭開放

10：00～11：30
保育所園庭

雨天中止

▲

子育てサークル活動日
　たんぽっぽサークル
　16日（水）10：30～正午
　ぱぺっぽサークル
　今月はお休み
　（いずれも子育て支援センターにて）

　各広場の対象者
 ・まいまい赤ちゃんネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子
 ・まいまい赤ちゃんヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子
 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び
　子育て支援に関心のある方

こんにちは

午前10時～正午

午後２時～４時

岩 山 会 館

荒 木（やすらぎ荘）

午前10時～正午湯 屋 谷 会 館

午後２時～４時南 公 民 館

銘 城 台 自 治 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時郷 之 口 会 館

緑 苑 坂 自 治 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時立 川 公 民 館

禅 定 寺 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時奥 山 田 会 館

高 尾 公 民 館 午前10時～正午

14日（月）

４日（金）

21日（月）

18日（金）

４日（金）

７日（月）

28日（月）

18日（金）

９日（水）

21日（月）

７日（月）

「みんなの家」開放日
毎週水･金曜日　10：00～16：00
子どもと遊んだりおしゃべりに
利用しましょう！

３／５

まいまい赤ちゃん
ネンネ広場

10：00～11：15
子育て支援センター

わらべうた

建国記念日

ノーバディーズ・パー
フェクト・プログラム
10：00～正午
総合文化センター

予約制

予約制

総合文化センター
10：00～正午

ノーバディーズ・パー
フェクト・プログラム

民児協主催

うぐいす宇治田原幼稚園
10：00～11：45

おいでよ！
あそびの広場

鬼ごっこ

保育所ホール
10：00～11：30

まいまい
あそびの広場

まいまい
おでかけ広場
10：00～正午
みんなの家

まめまき

まいまい
おでかけ広場
10：00～正午
郷之口会館

人形劇

ファミリー･サポート･センター会員募集!

活動内容：
　子育ての一時的、補助的な次のサポートを双方の
合意で行います。

１．保育所や幼稚園等の送迎
２．保育所や幼稚園、学童保育の開所前後に子ども
を預かる

３．保護者の通院、買い物、冠婚葬祭、学校行事
等のときに子どもを預かる

４．産前産後や保護者が病気で家事ができない
ときの育児補助や家事援助

＊「おねがいたい」がサポートを受けるにあたっては「まかせて
　たい」へ報酬の支払いが必要です。
＊詳細は、お気軽に地域子育て支援センターにお問い合わせ
　ください。

ノーバディーズ・パー
フェクト・プログラム
10：00～正午
総合文化センター

予約制

ノーバディーズ・パー
フェクト・プログラム
10：00～正午
総合文化センター

予約制

子育て講演会

10：00～11：30
総合文化センター

お父さんの子育て

子育て講演会

10：00～11：30
総合文化センター
おじいちゃんおばあちゃん
の子育て支援　　　　　　

子育て講演会

10：00～11：30
住民体育館会議室
子育ての考え方
パートⅡ　　　

うどん作り

保育所ホール
10：00～正午

まいまい
食育広場

持ち物：
お茶、エプロン、
タオル、割りば
し、フォーク等

・子育てのお手伝いをしてほしい方　「おねがいたい」
・子育ての援助をしたい方　「まかせてたい」
・子育てのお手伝いをしてほしい方　「おねがいたい」
・子育ての援助をしたい方　「まかせてたい」

元気はつらつ！ 若返り塾　　　
　　　地域交流会 ～心と身体のリフレッシュ～
元気はつらつ！ 若返り塾　　　
　　　地域交流会 ～心と身体のリフレッシュ～

　みんなで笑って楽しくカラダを鍛えましょう。男性の参加
もお待ちしています。

講　師　松本　行紀さん（健康運動指導士）

日　時　２月25日（金）
　　　　午後２時30分～３時45分（受付２時より）

場　所　総合文化センター研修室１
持ち物　タオル・飲み物

■問・■申地域包括支援センター（☎88－3719）・各地区での体操時

早期発見のため 子宮がん、乳がん検診の受診を早期発見のため 子宮がん、乳がん検診の受診を
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２月
日　月　火　水　木　金　土
　　　　１　２　３　４　５
６　７　８　９　10　11　12
13　14　15　16　17　18　19
20　21　22　23　24　25　26
27　28

 
今
月
の

■問＝問合せ先／■申＝申込先

見る

知る

参加
する

臨
時
職
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
）

の
登
録
者
募
集　　
　

　

平
成
23
年
度
臨
時
職
員
（
ア

ル
バ
イ
ト
）
の
登
録
者
を
別
表

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
象　

平
成
23
年
４
月
１
日
現

在
に
お
い
て
満
18
歳
以
上
の
方

受
付
期
間　

２
月
１
日（
火
）～

28
日（
月
）
※
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く

手
続
き　
「
町
臨
時
職
員
登
録
申

込
書
」（
顔
写
真
貼
付
）
に
必
要

書
類
を
添
付
し
総
務
課
へ
提
出

※
登
録
申
込
書
は
総
務
課
に
備

付
け
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
資
格

を
必
要
と
す
る
職
種
は
、
免

許
証
・
資
格
証
明
書
等
の
写

し
を
添
付

登
録
・
採
用

①
登
録　

申
込
者
を
平
成
23
年

度
宇
治
田
原
町
臨
時
職
員
登

録
者
名
簿
に
登
録

②
登
録
の
有
効
期
限　

平
成
23

年
４
月
１
日
～
平
成
24
年
３

月
31
日

③
採
用　

職
員
に
短
期
的
欠
員

等
が
生
じ
た
場
合
に
名
簿
登

録
者
の
中
か
ら
順
次
採
用
を

決
定

④
採
用
期
間　

必
要
に
応
じ
て

決
定

⑤
賃
金　
「
町
臨
時
職
員
取
扱
規

程
」
に
基
づ
き
支
給

■問
・
■申
総
務
課
（
☎
８
８-

６

６
３
１
）

● 募集職種 および 応募資格 ●

職　　　種 応　　募　　資　　格

事 務 職 員
平成23年４月１日現在満18
歳以上の方で、高等学校卒
業程度の学力を有する方

保 育 士 保育士資格を有する方

保育士助手
平成23年４月１日現在満18
歳以上の方で、高等学校卒
業程度の学力を有する方

保 健 師
助 産 師
看 護 師
栄 養 士
歯科衛生士

各種免許等を有する方

給食調理員

清掃作業員 平成23年４月１日現在満18
歳以上の方宿 日 直 員

自動車運転手

体
育
振
興
会　　
　
　
　
　
　

第
５
回
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ

（
腕
相
撲
）大
会　　
　

日
時　

２
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
～

場
所　

住
民
体
育
館

参
加
対
象　

町
内
在
住
・
在
勤

者
（
小
学
生
以
上
）

競
技
部
門　

▼
一
般
男
子
（
中

学
生
以
上
）
○
70
㎏
以
上
○
70

㎏
未
満
▼
一
般
女
子
（
中
学
生

以
上
）
▼
小
学
生
男
子
▼
小
学

生
女
子

競
技
方
法　

右
腕
一
本
勝
負

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
を

２
月
13
日
（
日
）
ま
で
に
提
出

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

参
加
費　

無
料

■問
・
■申
住
民
体
育
館
内
・
体
育

振
興
会
事
務
局
（
☎
８
８-

４

５
６
７
・
FAX
８
８-

４
２
２
２
）

多
重
債
務
法
律
相
談
（
無
料
）

２
月
実
施
分

場
所
・
日
時

▼
城
陽
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

４･

18
日
（
金
）･

24
日
（
木
）
午

後
４
時
～
７
時

▼
八
幡
市
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

２
日
（
水
）･

14
日
（
月
）
午
後
１

時
～
４
時

▼
京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
日
（
水
）･

22
日
（
火
）
午
後
４

時
～
７
時

▼
木
津
川
市
役
所
北
別
館

10･

17
日
（
木
）･

25
日
（
金
）
午

後
４
時
～
７
時

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
申
込
み

■問
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
労

働
観
光
室
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
☎
２
１-

２
４
２
６
）
／
産
業

振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
）

難
病
相
談（
神
経
系
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談　
　
　
　

日
時　

２
月
21
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時

相
談
時
間　

１
組
30
分

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
申
込

み
（
先
着
順
）

場
所　

中
央
公
民
館
（
荒
木
）

■問
・
■申
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８

８-

６
６
３
４
）

日
時　

３
月
８
日
（
火
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分
（
受
付
）

場
所　

山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

対
象　

神
経
難
病
お
よ
び
そ
の

疑
い
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族

※
神
経
難
病
…
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、
多
発
性
硬
化
症
、
脊
髄

小
脳
変
性
症
な
ど

内
容　

専
門
医
に
よ
る
個
別
相

談
と
指
導
・
助
言

担
当
医
師　

独
立
行
政
法
人
国

立
病
院
機
構
南
京
都
病
院
神
経

内
科
医
師　

岡
伸
幸
さ
ん

定
員　

６
名

受
付
開
始　

２
月
10
日
（
木
）

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
☎
６
３-

５
７
４
５
）

難
病
相
談（
膠
原
病
）

日
時　

２
月
23
日
（
水
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分
（
受
付
）

場
所　

山
城
北
保
健
所

対
象　

膠
原
病
お
よ
び
そ
の
疑

い
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族

※
膠
原
病
…
全
身
性
エ
リ
テ
マ

ト
ー
デ
ス
、
慢
性
関
節
リ
ウ

マ
チ
、
強
皮
症
、
多
発
性
筋
炎

内
容　

専
門
医
に
よ
る
個
別
相

談
と
指
導
・
助
言

担
当
医
師　

京
都
第
一
赤
十
字

病
院
糖
尿
病
・
内
分
泌
・
リ
ウ

マ
チ
科
部
長　

福
田
亙
さ
ん

定
員　

６
名

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
保
健
室

（
☎
２
１-

２
９
１
１
）

身
体
障
が
い
者
相
談
日

日
時　
〈
整
形
外
科
〉
２
月
２
・

９･

16･

23
日
（
水
）
午
後
２
時
～

４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
相
談
（
補
装
具
相

談
、リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
、

施
設
利
用
相
談
な
ど
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
）

し
た
。
紅
白
歌
合
戦
に
も
出
場

し
、
改
め
て
こ
の
曲
に
魅
せ
ら

れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
？

　

そ
ん
な
植
村
さ
ん
の
自
伝
的

な
エ
ッ
セ
イ
が
『
ト
イ
レ
の
神

様
』［
植
村
花
菜
／
著
］
で
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
暮
ら
し
始

め
た
小
３
の
頃
か
ら
、
こ
の
曲

が
で
き
る
迄
の
出
来
事
や
想
い

が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

読
ん
で
か
ら
聴
く
と
、
よ
り
深

く
味
わ
え
る
か
も
。

　

２
月
は
節
分
、
豆
ま
き
。
な

の
で
こ
の
本
『
ま
め
の
か
ぞ
え

う
た
』［
西
内
み
な
み
／
さ
く
］

を
紹
介
し
ま
す
。　

　

子
ど
も
の
頃
は
毎
年
、「
福

は
ウ
チ
ー
鬼
は
ソ
ト
ー
」
と
叫

び
な
が
ら
、
家
中
に
豆
を
撒
き

ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

は
、
年
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
る

ん
や
で
と
習
い
、
沢
山
食
べ
ら

れ
る
大
人
が
羨
ま
し
か
っ
た
の

を
憶
え
て
い
ま
す
。

読
ん
で
み
た
い 　
　
　
　

２月の図書館

休館日　毎週火曜日
　11日（金）（建国記念の日）
　24日（木）（館内整理日）

おはなし会

　①12日（土） 11：00～

　②26日（土） 11：00～ ■問町立図書館（☎88－5852）

日　　時　２月６日（日）　午前10時～
　　　　　※本が無くなり次第終了

会　　場　総合文化センター　研修室１
・当日は午前９時45分から整理券を配布します。
・混雑を避けるため、開始時は入場制限をかける場

合があります。
・多くの方に公平に持ち帰っていただくため、１回

の入場につき10冊までとします（再入場可）。
・本を持ち帰るための、袋・バックは各自でご用意

ください。

　保存期間の過ぎた雑誌や図書館で使用しなく
なった本を、利用者の方に自由に持ち帰りいた
だけます。

　

そ
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

言
え
ば
、「
小
３
の
頃
な
ぜ
だ

か
ー
」
の
印
象
的
な
歌
い
だ
し

の
植
村
花
菜
さ
ん
の
歌
「
ト
イ

レ
の
神
様
」。
昨
年
大
ヒ
ッ
ト

し
、
日
本
中
を
感
動
で
包
み
ま

　

お
詫
び
と
訂
正

　

町
民
の
窓
１
月
号
４
ペ
ー
ジ

の
南
区
の
エ
コ
推
進
員
の
氏
名

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。「
川

闊
子
」
さ
ん
と
あ
る
の
は
「
西

川
濶
子
」さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
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中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ　
　

保
証
料
の
一
部
を
補
給

対 象 と な る 融 資 制 度

小規模企業おうえん融資

経営活力融資
（設備投資内災害復旧）

経営支援特別融資

京 都 府
中小企業
融資制度

平
成
23
年
度
放
課
後
児
童
健
全

育
成
施
設（
元
気
っ
子
ク
ラ
ブ
）

入
所
申
請
受
付　
　
　

受
付
期
間　

２
月
14
日
（
月
）
～

18
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後

７
時

対
象
児
童　

町
立
小
学
校
に
在

学
す
る
１
～
４
年
生
ま
で
の
、

放
課
後
に
家
庭
で
の
必
要
な
保

護
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童

申
請
書
類　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

２
階
教
育
課
で
配
布
。
新
１
年

生
で
入
所
希
望
の
保
護
者
は
、

小
学
校
入
学
説
明
会
（
２
月
４

日
）
で
も
配
布
。
現
在
元
気
っ

子
ク
ラ
ブ
入
所
者
で
継
続
し
て

入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

元
気
っ
子
ク
ラ
ブ
に
備
え
付
け

入
所
の
決
定　

申
請
書
に
基
づ

き
審
査
に
よ
り
決
定

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

平
成
23
年
度
高
等
学
校

奨
学
金
等
申
請
受
付　

排
水
工
事
は
お
早
め
に

　

府
で
は
、
市
町
村
民
税
非
課

税
の
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を

除
く
）
で
①
母
子
世
帯
②
父
子

世
帯
③
児
童
世
帯
④
障
が
い
者

世
帯
⑤
長
期
療
養
者
世
帯
、
ま

た
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
世
帯
の

お
子
さ
ん
に
対
し
、
高
等
学
校

等
で
の
修
学
を
支
援
す
る
た
め

奨
学
金
等
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

第
一
次
申
請
（
新
１
年
生
の
み

対
象
）
期
限　

２
月
28
日
（
月
）

第
二
次
申
請
（
全
学
年
対
象
）

期
限　

７
月
１
日
（
金
）

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
☎
６
３-

５
７
４
７
）
／

福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

平
成
23
年
度
小
・
中
学
校

施
設
使
用
団
体
の
登
録　

対
象  

町
内
在
住
・
在
勤
者
の

み
で
構
成
す
る
10
名
以
上
の
団

体申
請
者　

現
在
、
小
・
中
学
校

施
設
を
使
用
し
て
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
・
今
後
、
学
校
施

設
を
使
用
し
て
活
動
を
行
う
予

定
が
あ
る
団
体
の
代
表
者

申
請
期
間　

２
月
２
日
（
水
）
～

14
日（
月
）［
８
日
（
火
）
休
館
日
］

内
容　

有
効
期
間
は
１
年
間
で
、

継
続
す
る
場
合
も
手
続
き
が
必

要申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
を

提
出

※
教
育
委
員
会
か
ら
の
許
可
書

発
行
後
、
学
校
施
設
の
使
用
可

■問
・
■申
住
民
体
育
館
（
☎
８
８-

　

京
都
府
中
小
企
業
融
資
制
度

の
う
ち
、
対
象
と
な
る
融
資
制

度
を
利
用
の
場
合
は
、
保
証
料

の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

対
象
融
資
制
度

対
象　

平
成
22
年
中
に
利
用
し

た
方
（
年
２
回
以
上
融
資
を
受

け
た
場
合
は
、い
ず
れ
か
１
回
）

申
請
期
限　

２
月
28
日
（
月
）

※
町
税
の
滞
納
が
な
い
な
ど
の

要
件
あ
り

■問
・
■申
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
）

京
都
府
内
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
額
の
改
正　　

　
「
印
刷
業
」、「
金
属
製
品
製

造
業
」、「
電
気
機
械
器
具
製
造

業
」、「
輸
送
用
機
械
器
具
製
造

業
」
は
昨
年
12
月
18
日
か
ら
、

「
各
種
商
品
小
売
業
」
は
今
年

１
月
６
日
か
ら
京
都
府
内
特
定

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
条
件
に
よ
り
京
都
府

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
は
、
府
内
の
事
業
場

で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
含
む
）
と

労
働
者
を
１
人
で
も
使
用
し
て

い
る
す
べ
て
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

■問
京
都
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
（
☎
０
７
５-

２
４
１-

３
２
１
５
）

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る

地
域
の
皆
さ
ん
は
、
下
水
道
が

使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
、
ト
イ
レ
の
水
洗

化
工
事
や
、
台
所
・
風
呂
場
な

ど
か
ら
の
汚
水
を
、
下
水
道
へ

流
す
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
後
、
３
年
を
経
過

し
た
場
合
、
接
続
し
て
も
奨
励

金
交
付
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成
22･

23
年
度
に

限
り
、奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
を
ま
だ
行
っ

て
い
な
い
方
は
、
下
水
道
を
有

効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
、
１
日

も
早
く
排
水
設
備
工
事
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３
３

３
７
）

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
分
担
金

納
入
の
お
願
い　
　
　
　
　
　

　

２
月
は
、
公
共
下
水
道
受
益

者
負
担
金
分
割
納
付
お
よ
び
浄

化
槽
整
備
推
進
事
業
分
担
金
の

第
４
期
分
の
納
期
で
す
。
該
当

者
に
は
事
前
に
納
付
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
２
月
28
日

ま
で
に
収
納
取
扱
金
融
機
関
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
払
い
や
全
額
一
括

払
い
の
納
付
方
法
の
希
望
者
は
、

１
年
分
ま
た
は
全
額
分
の
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３
３

３
７
）

－

学
校
訪
問
研
修
報
告

－

町
就
学
指
導
委
員
会
啓
発
部

　

先
般
、
町
就
学
指
導
委
員
会

啓
発
部
（
＝
宮
脇
彰
部
長
・
11

名
）
で
、
京
都
府
立
城
陽
養
護

学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

就
学
指
導
に
お
い
て
は
、
一

人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、

自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
た
生

涯
に
わ
た
る
支
援
を
考
慮
す
る

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
流
れ
を
受
け

て
、
今
年
度
は
学
校
を
卒
業
し

た
あ
と
の
進
路
も
考
え
た
特
別

支
援
教
育
を
実
践
さ
れ
て
い
る

城
陽
養
護
学
校
を
視
察
。
京
都

府
立
特
別
支
援
学
校
で
学
ぶ
場

合
、
本
町
は
南
山
城
養
護
学
校

が
通
学
区
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
城
陽
養
護
学
校

は
、重
症
心
身
障
害
児
童
生
徒
、

病
弱
等
に
よ
り
入
院
加
療
が
必

要
な
児
童
生
徒
、
自
主
通
学
が

可
能
な
軽
度
の
知
的
障
害
生
徒

の
３
教
育
部
を
置
き
、
広
域
な

範
囲
を
通
学
域
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
で
特
に
重
点
的

に
研
修
し
た
通
学
高
等
部
に
は
、

３
学
年
で
52
名
が
在
籍
。
作
業

学
習
の
授
業
を
参
観
し
ま
し
た

が
、
生
徒
は
非
常
に
熱
心
で
作

業
に
集
中
し
て
お
り
、
参
観
者

に
対
す
る
あ
い
さ
つ
な
ど
の
応

対
も
、
き
び
き
び
と
し
っ
か
り

し
て
い
ま
し
た
。
作
業
学
習
は
、

木
工
・
窯
業
・
縫
製
の
３
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で

作
ら
れ
た
作
品
は
、
近
く
の
商

業
施
設
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

精
魂
込
め
ら
れ
た
そ
の
作
品
は

驚
く
ほ
ど
の
出
来
栄
え
で
、
卒

業
生
の
一
般
企
業
へ
の
就
職
が

約
90
％
に
上
る
と
い
う
説
明
に

も
納
得
で
き
ま
し
た
。

　

特
別
支
援
の
必
要
性
が
学
校

教
育
期
間
だ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
学
べ
た
訪
問
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
こ
れ
ら
の
研
修
成
果
を

生
か
し
、
本
町
の
特
別
支
援
教

育
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８

８-

５
８
５
０
）

【会場】　総合文化センター　２階ロビー

日　時　2月26日（土）　午後２時～３時
出　演　グリンティーズ
演奏曲　「上を向いて歩こう」「オー・シャンゼリゼ」
　　　　「高校三年生」　など

■問総合文化センター（☎88－5851）

音楽に親しむつどい（入場無料）

　ロビーコンサート

平成23年度　予備自衛官補募集案内

詳細はお問い合わせください。
■問 ･■申宇治地域事務所（☎44－7139）

募集種目 受　付　期　間 試　　験　　日 資　　　　格

一　　般
第１回
受付中～４月６日（水）
第２回
７月19日（火）～10月５日（水）
※第１回で採用予定数に達した場合、
　第２回は実施しない場合あり

第１回
４月15日（金）～18日（月）
第２回
10月14日（金）～17日（月）
※いずれか１日を指定

18歳以上34歳未満の者

技　　能
18歳以上で国家免許資格等を
有する者（資格により55歳未満、
または53歳未満の者）

人権の大切さについて、今一度みんなで考えてみませんか。

　日　時　２月20日日　午後１時30分～
　場　所　総合文化センター

《さざんかホール》
　●式　　　典　　　●人権標語入選者表彰
　●人権啓発講演会　「疑惑は晴れようとも」
　　　　　　　　　　　　　　　　講 師　　河　野　義　行さん

　平成６年６月に長野県松本市で発生した
松本サリン事件の被害者で、第一通報者で
ありながら犯人扱いされた苦しい体験を持
つ。オウム真理教の事件関与が明らかとな
り、無実が証明されるも、なぜ冤罪が起き
るのか、またマスコミのあり方などを訴え
続けている。現在、犯罪被害者の支援機関
であるＮＰＯリカバリー･サポートセンター
理事を務める。

《研修室１》　人権問題相談（相談員：人権擁護委員）　午後１時～４時

《２階ギャラリー》　人権啓発パネル・人権ポスター・人権標語展
　　展示期間　２月16日（水）～28日（月）　※火曜日は休館
※手話通訳が必要な場合は、２月９日（水）までに、総務課へご連絡ください。

第２回

■問総務課（☎88－6631・FAX88－3231）

４
５
６
７
）
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いつもにぎやかな二人です♪
仲良くね♪　（父&母より）

木村壮
そう

一
いち

ちゃん〈9才〉・右

　　知
とも

司
し

ちゃん〈4才〉・左

　

善
意
の
輪

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

全
国
各
地
の
児
童
福
祉
施
設

に
伊
達
直
人
を
名
乗
る
人
か
ら

ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
の
贈
り
物
が

届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
運

動
」
は
、 

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス

に
群
馬
県
の
児
童
福
祉
施
設
に

伊
達
直
人
の
名
で
ラ
ン
ド
セ
ル

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
こ
と
が

話
題
に
な
り
、
そ
れ
に
共
感
さ

れ
た
人
々
の
温
か
い
心
も
ち
行

動
と
な
っ
て
全
国
に
広
ま
っ
た

も
の
で
す
。

　

伊
達
直
人
は
漫
画
タ
イ
ガ
ー （118）茶

さ

論
ろ ん

マ
ス
ク
の
主
人
公
で
、
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
と
し
て
フ
ァ
イ
ト
マ
ネ
ー

を
自
身
を
育
て
て
く
れ
た
孤
児

院
に
贈
り
続
け
ま
し
た
。

　

児
童
養
護
施
設
は
全
国
に
約

６
０
０
箇
所
あ
り
約
３
万
１
千

人
の
子
ど
も
た
ち
が
入
所
し
て

い
ま
す
。
京
都
府
内
に
は
13
の

施
設
が
あ
り
ま
す
。　

　

施
設
に
は
災
害
や
事
故
、
親

の
死
亡
や
離
婚
、
虐
待
な
ど

様
々
な
事
情
に
よ
り
家
族
に
よ

る
養
育
が
困
難
な
２
歳
か
ら
18

歳
の
子
ど
も
た
ち
が
生
活
し
て

い
ま
す
。

　

施
設
事
業
者
に
は
一
定
の
補

助
金
が
あ
り
ま
す
が
、
経
営
基

盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
施
設

も
あ
れ
ば
、
財
政
状
況
が
厳
し

い
施
設
が
あ
る
な
ど
、
施
設
整

備
の
面
や
運
営
実
態
に
は
相
当

の
格
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。
善

意
で
贈
ら
れ
る
文
房
具
や
生
活

用
品
、
寄
付
金
な
ど
を
頼
り
に

運
営
さ
れ
て
い
る
施
設
も
少
な

く
な
い
よ
う
で
す
。

　

無
縁
社
会
と
言
わ
れ
る
今
日
、

こ
れ
を
契
機
に
児
童
福
祉
施
設

に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

に
一
人
で
も
多
く
の
目
が
向
け

ら
れ
、
善
意
の
輪
が
ブ
ー
ム
を

超
え
て
広
ま
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
そ
し
て
、
余
儀
な
く
し

て
施
設
生
活
を
送
る
子
ど
も
た

ち
を
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
温

か
く
見
守
り
支
え
合
う
社
会
づ

く
り
が
進
ん
で
行
く
こ
と
を
念

願
し
ま
す
。

　

寒
さ
厳
し
い
折
、
ど
う
か
お

身
体
を
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　
　

 

奥
田　

光
治
）

　

我
が
家
に
も
ア
イ
ド
ル
が
誕
生
し
ま
し

た
。
産
前
、出
産
に
立
ち
会
う
か
ど
う
か
。

自
分
が
倒
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
の
で
…
と

消
極
的
で
し
た
。
回
り
の
パ
パ
た
ち
に
聞

く
も
意
見
は
い
ろ
い
ろ
。
そ
ん
な
中
、
普

段
、
何
か
を
断
言
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

ま
り
な
い
総
務
課
の
同
級
生
が
「
絶
対
し

た
方
が
い
い
！
感
動
す
る
か
ら
」
と
め
ず

ら
し
く
言
い
切
っ
た
の
が
と
て
も
印
象
的

で
…
立
ち
合
う
こ
と
に
。
男
は
（
私
だ

け
？
）
こ
ん
な
と
き
何
の
役
に
も
立
た
な

い
の
を
痛
感
。
分
娩
台
の
横
で
う
な
だ
れ

る
よ
う
に
ソ
フ
ァ
ー
に
腰
掛
け
て
い
ま
し

た
。
激
痛
に
苦
し
む
妻
に
ま
で
心
配
さ
れ

る
始
末
。
無
事
生
ま
れ
た
と
き
は
、
な
ん

と
も
言
え
な
い
感
動
と
と
も
に
、
女
性
の

強
さ
と
偉
大
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。（
Ｋ
）

　
「
家
庭
教
育
講
演
会
」
を
聞
い
て

モ
ニ
タ
ー
通
信

広
報
モ
ニ
タ
ー
（
立
川
）　

森　

田　

よ
し
子 

さ
ん　

　

年
末
年
始
、
家
族
や
親
戚
が

集
ま
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
お

過
ご
し
に
な
っ
た
ご
家
庭
も
多

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
我

が
家
も
来
客
が
あ
っ
た
り
し
て
、

わ
い
わ
い
と
賑
や
か
に
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

秋
に
、
町
教
委
の
家
庭
教
育

講
演
会
で
「
夜
回
り
先
生
」
と

し
て
有
名
な
水
谷
修
氏
の
講
演

を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
う

い
う
家
庭
の
団
欒
や
言
葉
か
け

が
青
少
年
の
成
長
に
大
変
大
切

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
非
行･

引
き
こ
も
り･

い

じ
め
な
ど
現
代
の
青
少
年
を
取

り
巻
く
環
境
を
、
様
々
な
実
例

と
取
組
（
夜
の
世
界
か
ら
昼
の

世
界
へ
と
い
う
表
現
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
）
を
通
し
て
話
さ

れ
、
ど
ん
ど
ん
深
み
に
は
ま
っ
て

い
っ
て
し
ま
う
こ
の
時
期
の
心

の
も
ろ
さ
や
立
直
る
こ
と
の
難

し
さ
、怖
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

薬
物
汚
染
と
い
う
の
は
新
聞

等
で
耳
に
し
て
は
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
会
場
で
「
何
ら
か
の
誘

惑
の
あ
っ
た
人
」
と
い
う
問
い

か
け
に
挙
手
し
た
十
代
二
十
代

の
若
者
が
想
像
以
上
に
お
ら
れ
、

そ
れ
ほ
ど
安
易
に
手
に
入
れ
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
に
な
っ
て

い
る
の
か
と
驚
い
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　
「
人
と
い
う
の
は
、
自
分
の
存

在
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
明
日
を
生
き
る
力
を
培
っ

て
い
け
る
も
の
。
叱
る
数
を
少

し
減
ら
し
て
、
そ
の
分
褒
め
て

み
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
て
お
ら

れ
た
氏
の
言
葉
か
ら
、
自
分
の

殻
に
閉
じ
こ
も
ら
せ
な
い
環
境

を
作
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　

今
春
、
娘
が
無
事
高
校
生
活
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

登
下
校
の
際
に「
お
は
よ
う
」「
お

か
え
り
」と
声
を
か
け
て
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
の

お
か
げ
か
と
思
い
ま
す
。
感
謝
す

る
と
と
も
に
、荒
波
の
中
を
漂
っ

て
い
る
子
ど
も
達
を
、
こ
れ
か
ら

も
優
し
い
目
で
見
守
っ
て
い
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
地
域
社

会
で
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銀
章
」

　
　
　

優
良
運
転
者　　

西　

出　
　
　

浩
さ
ん

人
権
擁
護
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

優　

秀　

賞

　
　
　
　
　

田

原

小　

潮　

見　

彩　

佳
さ
ん

　
　
　
　
　

宇
治
田
原
小　

上　

島　

彩　

楽
さ
ん

■問
総
務
課（
☎
８
８-

６
６
３
１
）／
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎
８
８-
５
８
５
０
）

NHKラジオ第１
公 開 録 音

　日 時

３月11日金
　　午後６時30分～
　会 場

総合文化センター
　　さざんかホール

　出 演 者　ザ･ぼんち　 酒井くにお･とおる
　　　　　　海原さおり･しおり　 ティーアップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈４ 組〉
　申込み方法
　郵便往復はがきに以下を記入のうえお申し込みください。
　【往信用裏面】①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号
　【返信用表面】①郵便番号　②住所　③名前
　【返信用裏面】何も書かないでください。
　※応募多数の場合は抽選のうえ、入場整理券（はがき１枚につき２名まで入場可）を郵送。

《宛 先》〒610－0289　宇治田原町大字荒木小字西出10番地
　　　　　　宇治田原町役場総務課「上方演芸会」係

申込締切日　２月15日㈫ 必着
■問総務課（☎88－6631）
　ＮＨＫ京都放送局（☎075－841－4321）

無料

クリスマス会（撮影大変でした ... 母たち）。

〈5才〉　まひろ
〈4才〉　めぐ･たいよう･はるたろう
　　　そうき･ひびき･こうき

〈2才〉　ゆうき･ここは･かなで
小林里

り

衣
い

子
こ

ちゃん〈5ヵ月〉

パパとママの人生に楽しみが
増えました！　ありがと♪

（パパ･ママより）

大谷瑠
る

奈
な

ちゃん
〈1才6ヵ月〉

今年も楽しい一年
にしようね☆

（パパ＆ママより）

播磨彩
あや

夏
か

ちゃん〈3才2ヵ月〉

　　珠
み

博
ひろ

ちゃん〈1才〉

二人仲良く元気で健やかに ! !
（父･母より）


